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特別養護老人ホーム 友愛苑 設立50周年記念

〜渡辺敏子先生を偲んで〜

ただ ひとすじに

社会福祉法人　神戸老人ホーム



渡辺　敏子
1916 〜 1975

当法人７代目理事長。昭和27年神戸市
東灘区住吉分院を設立（現神戸老人
ホーム本部）。昭和46年、法人70周年
記念事業として、特別養護老人ホーム
「友愛苑」を設立。兵庫県の記念日で
あった「としよりの日」を国民の祝日
にすることを全国社会事業大会で提唱
し、満場一致で採択され、後の「敬老
の日」となる。
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　令和３年、特別養護老人ホーム「友愛苑」は設立50周年を迎えます。
　戦前・戦後を通じ、渡辺鶴代、渡辺敏子（長男の嫁）の親子が激動の中、
敬老思想の啓発と老人福祉事業の発展の為に情熱を注ぎ、幾多の困難を乗り
越え、明治32年の友愛養老院の創始者「寺島信恵」の慈善であった養老院を
守り、社会事業である神戸老人ホームにまで発展させてくださいました。私
たち神戸老人ホームの役員、職員一同は、その功績に心から尊敬と感謝を捧
げ、「友愛苑」設立50周年に際し、中興の祖である第７代理事長「渡辺敏子」
の原稿の紹介を主として、その功績を称える小冊子の発行をさせていただく
ものです。
　尚、法人の歴史、三女史の詳細紹介については、平成３年に発刊された
「老人福祉に生涯を捧げた女性たち」、平成21年の神戸老人ホーム110周年記
念誌「百十彩」に収録されて居りますのでここでは割愛させていただきま
す。

　渡辺敏子は大正５年８月26日、クリスチャンで洋菓子店を経営していた、
父倉田楢三郎、母照の６人兄弟の次女として神戸市生田区（現中央区）で生
を受けました。
　兵庫県立第一神戸高等女学校を卒業後、奈良女子高等師範学校本科理科を
卒業し、母校である第一神戸高等女
学校の数学の教諭に昭和13年に任命
され、昭和21年９月迄教鞭をとって
いました。昭和16年12月に、兵庫県
立第二神戸中学校の英語教諭として
勤めていた、渡辺鶴代の長男　鍛
（きとう）と結婚し、新婚生活は兵
庫区都由乃町にあった神戸養老院で
始まったのでした。

　渡辺敏子の原稿の中で、最初に紹介させていただくのは昭和28年８月29日
に神戸放送「おはよう神戸」で収録されたものです。（全文）

「明るい養老院を目ざして」

　小学校の一年生の時でした。担任の先生から「大きくなったら何になる

の？」とたずねられました時、何の躊躇もなく「女学校の先生になるのよ」

と答えた私が、その通りの道を志し、奈良女子高等師範学校を卒業して、母

校に教鞭をとるようになったのです。

　生徒から言えば、大分こわい先生だったらしいのですが、その時分は、あ

けてもくれても可愛い生徒のことばかり考えていました。この教材はどうい

うように扱えばわかりやすいだろうか、あの生徒は顔色がすぐれないが健康

を害しているのではないだろうか等と、頭の中にあるものは、唯もう生徒の

事ばかりという私だったのです。その私が終戦後、どうした事か、すっかり

おもむきのちがった養老院のお仕事にたずさわるようになったのですから、

めんくらった方達も少なくなかった事でしょう。転向の動機はさておき、何

もわからぬ養老院のお仕事に飛込んだ私は、一つ一つ勝手のちがう事柄にと

まどいばかりしていました。純真な女学生から、人生の荒波にもまれ、逆境

にあえぎ、疲れきった老人達へと、あまりにもかけはなれた対象に、手も出

ない何日かを送っているうち、私はようやく、このお仕事に生涯を捧げる生

甲斐を見出してまいりました。あの時から丸七年、随分めまぐるしい月日で

した。県内に４ケ所、そのうち神戸市内に２ケ所しかなかった養老院が、今

では県内に20ケ所、市内に６ヶ所の多きに達し、一応数だけはそろってき

たようです。

　老人の数が、その人口中に占める割合は出生数と死亡率によって左右され

るのですが我国では人口の約８パーセントが老人であります。最近の世界の

傾向を調べてみますと医学の進歩により人間の寿命がのびましたので、どこ

の国でも老人の数は増加しつつあります。その為、児童の世紀であると言わ

れていた20世紀も、その後半は老人医学、老人心理学、老人看護学と共に

老人社会学を基盤とする老人福祉の時代となってきたのであります。老人福

祉事業は児童福祉事業の場合と同じように、その内容はきわめて広汎多岐で

ありまして、最低生活の保障は勿論のこと、職業、保健、住居、娯楽、家事

都由乃町
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などに対する社会的配慮をその内容とします。これら各種のサービスは互に

密接な関係をもって、行なわなければなりませんが、特に最低生活を保障す

る事は老人福祉事業の、もっとも基本的なサービスであります。つまり老人

の最低生活の保障がないところに老人福祉事業は成立しえません。が、同時

にこのような経済的な生活保障だけでは老人福祉事業は充分なものではない

のであります。老人が本当に必要とする問題に応じて、前に言ったような各

種の社会的サービスが総合的、調和的に与えられて、はじめて効果的な老人

福祉事業が前進する事が出来るのであります。

　大分、話がむづかしくなりましたが、ここで老人福祉事業の一つである養

老院についてお話してみたいと思います。

　養老院は聖徳太子が建立された四天王寺の悲田院に、その端を発すると言

われ、沿革的には随分古いのであります。その時から明治に至る迄、その時

代、時代に即応した形で発達してまいりましたが、それらは何れも慈恵的、

救貧的の施設でありました。明治時代になると、社会情勢が一変したため生

活が複雑化し、その日のくらしに困る人達が表面に大きく浮び上がってきま

したので、養老施設等の救済施設が多く必要となってきたのであります。私

共の養老院は明治32年の創立で、日本でも二番目に古い養老院であります。

そして大正13年に市立の救護院が出来ます迄というもの、25年間は県内唯

一の養老院として活動しており、その間の苦労は並大抵のことではなかった

という事であります。太平洋戦争中は養老事業も不振の時代でありました

が、戦後、経済情勢の激変、新憲法制定の影響等により養老施設がしきりに

要望され、昭和21年に生活保護法が施行されて、後は施設が急激に増加し

て、今では全国で三百余りに達しました。現在の養老院は社会福祉事業法の

第一種福祉事業として保護の万全が期されております。

　このあたりで私共の養老院の生活内容についてお話致しましょう。養老院

に入って居られる人達は、神戸市の場合は各区にあります民生安定所、その

他の町村では福祉事務所の手続きをへて入って来た人達でありまして、大部

分は孤独な人、残りの幾らかは扶養者はあるけれども生活に困って入って来

られた人達であります。現在、本院と分院の２ヶ所あり、本院に47名、分

院に60名の人達が居りますが、その人たちは皆、一家族のような気持ちで

生活しております。養老院には違いないのですが、養老院という特別なとこ

ろに居るのではなく、自分達の家にいるのだという気持ちで生活しておりま

すし、私共関係者も家庭的な雰囲気をつくり出すよう心を砕いております。

おばあさんの方が多くておじいさんの約２倍です。ふしぎな事に全国的にみ

て、この割合になっているようであります。日常生活の全般は別にむつかし

い規則もありませんが、何しろ集団生活の事ですから、自然とそこに規律の

ようなものも生まれております。健康者は健康を維持する為に出来るだけ体

を動かすようつとめておりますし、病弱者は療養専一にしておりまして、両

者の間には美しい相互扶助の精神がにじみ出て、私共を喜ばせてくれます。

内職にはげむ人、農耕に従事する人、又謡曲とか舞踊、茶道などのグループ

に属して活発な動きを見せている人達等、養老院の中は外部の皆様が想像し

ているより、はるかに明るく生き生きとした空気に包まれているのでありま

す。保育所・幼稚園・小学校：婦人会の皆様方が慰問に来て下さるとみん

な大喜びで、その度に元気を出し、若返っていくようにさえ思われる位で

す。院内では毎月一回お誕生会をし、その時にふだんおけいこをしている芸

を出しあって楽しい時を過ごす事にしておりますが、出演者が多くてプログ

ラムの編成に困り、いつもプログラムの最後に「飛入り」の一項を加えるこ

とにしないとおさまらない位です。それ以外に春秋二回は本院と分院と合併

で、野外へピクニックとしゃれこむのですが、おべんとう・お菓子等のほか

に三味線も忘れてならないものになって、とても賑やかなことです。老人の

事ですから、いつもこんなに元気とは限りません。病気になれば嘱託のお医

者様が治療して下さりますので何の心配もありませんが、なかにはむりばか

り言って私共を困らせる人達も少なくありません。私は自分が今、養老院に

入っているとしたら、どんな風にしてほしいかという点から考えてプランを

たてているのですが、なかなか思うようには出来ず、むつかしいものです。

然し一歩一歩、私の夢を実現すべく専心努力中ですから、きっとそのうちに

私自身や皆様方に喜んで入っていただける養老院にまで向上していく事で

しょう。

　三年前に兵庫県ではじめて「としよりの日」が出来ましてから、より一層

老人福祉の問題が大きくとりあげられるようになりました。しなければなら
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ぬ仕事は数えきれぬ程たくさん

ありますが、その中で私は将来

老人クラブもつくってゆきたい

し、あらゆる困難を克服して有

料のホームもつくってみたいと

思っています。私共の小さな力

が集まって立派な老人福祉対策

が打ち立てられ、一日も早く忘

れられ、泣いている老人達がな

くなり、明るい社会がつくりあげられますよう願いつつ、お話をおえる事と

致します。

　文中にあるように、幼いころからの夢であった教育者としての生活を歩み
始めて、３年ほどで、結婚するとすぐに老人達と寝食を共にすることになり
ました。昭和20年３月27日の神戸大空襲のあとに渡辺鶴代院長が心臓病に倒
れたとき、長男 武が昭和17年、長女 和子が昭和19年に生まれており、幼い
二人と老人を抱えて敏子夫婦は途方に暮れたそうです。やむなく鶴代が療養
していた福島県相馬市に二人の子供を預ける決断がどれほど辛いことであっ
たか想像に難しくありません。子供たちが帰って来たのは昭和24年のこと
で、乳飲み子を手離し、再会するまでの辛さは敏子の身に沁み、神戸駅に出
迎えた母の顔を知らぬ和子は、抱かれたとき泣き出したそうで、敏子の心中
はいかばかりかと察します。後年、長女 和子が母となったとき「自分の子
供だけはどんなことがあっても手離してはいけません」と何度も言い聞かせ
たそうです。
　教師生活と養老院の仕事との両立は厳しく、学校帰りの仕事ではとても追
いつかない、かといって学校をやめる決心はなかなかつかない。然し、人生
の荒波にもまれ、逆境にあえぎ、疲れ切った老人達を見るにつけ、この仕事
に生涯を捧げる生甲斐を見出したと文中にもあるように、どうしても人間と
して老人たちをみすてる事ができず「これからは理想的な養老院を作ること
に、自分の人生をかけてみよう」と幾夜も眠れぬ夜を過ごしたうえについに

決心したのでした。

　次に、昭和25年ころの「日本社会事業の限界性に対する一考察」という文
章の抜粋を紹介します（長文の為全文は省略）。日本の社会事業が戦後の厳
しい状況の中にあって、現状のままでは４つの原因で限界があると考察して
います。第一に物質的、経済的脆弱、第二に人口増加問題、第三に国民性、
第四に教養の乏しさをあげていますが、ここでは第三と第四について紹介す
ることとします。

　第三の原因である国民性について、「我が国は歴史的に見て封建社会の中
で家族主義の発達した国であるから、共に助けあうという精神は同一家族内

には美風として存在するが、他人に対しては大変薄いのである」と述べてい
ます。阪神淡路大震災や東北大震災のような大規模な災害に際しては、助け
合う絆の精神が発揮されるが、平時に於ては、おおむね家族主義なのかもし
れないと考えさせられることです。これに対しては「社会事業がもっと社会
全体の支持のもとになされるべきである。そして社会事業従事者のみでな

く、一般社会の人々の中に社会事業を理解させねばならぬという事は、個人

と社会は不可分のものであるからである。社会福祉の増進は個人の幸福に限

定せず、一つ進んで社会全体の福祉を考慮する事によって示されねばならな

い」と考察しています。
　第四の原因である日本人の教養の乏しさについては「社会事業対象者（昭
和25年生活保護法改正）の増加は全部が全部、教養の欠如という事に起因

するとは言えない。即ち敗戦による経済機構の破綻が大なる原因をなしては

いるが、その原因の中には、確かに教養の欠如という一因が存在するのであ

る」として、二人の勝手気ままに生きた老人を紹介しています。そして或る
人に「若い時に道楽三昧に日を送り、悪い事もし、自分から養老院に入らね
ばならぬような原因を作った人は、言わば自業自得とも言うべきもので、今

更救い上げて安楽な余生を送らせる必要はない」と言われた時、敏子は「私
共のやっている仕事は過去を追及し、責め立てて本人を苦しめる事ではな

く、現在、社会的落伍者となっている人達を救い、社会全体を明るくしてゆ

「おはよう神戸」
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く使命のもとに献身しているのである」と答えていますが、彼女自身も彼の
言った言葉の根底にひそむものについて、「勿論ふしだらな生活をしてはい
けないのであって、あくまでも教養が身につき、何かしら、ゆかしさを感じ

させる程に国民全体がなるならば社会事業も一段の進歩を示すものと考え

る」と記述して国民に、より高い教養を身につけさせる努力と、社会事業教
育の振興を強く希望しています。そして最後に日本社会事業の限界性につい
て、日本の社会事業は新しい世界観、即ち全人類の福祉を国民に徹底させる
事によって、国民を再教育し、社会事業をする心を浸透させる事により、日
本の社会事業の限界性が解消されてゆくと結んでいます。敏子の社会事業・
高齢者福祉に対する情熱は身近な自施設の枠をはるかに越えて、国レベルで
の福祉の増進に向けられているのであります。

　昭和26年３月に社会福祉事業法が制定され、理事会に於て、財団法人神戸
養老院から社会福祉法人への組織変更が提案され、翌昭和27年に社会福祉法
人神戸養老院が誕生しました。この時期に並行して、現在の神戸老人ホーム
住吉苑の土地である神戸製鋼所の寮であった土地・建物を購入し、定員60名
の神戸養老院住吉分院の開設に着手し、昭和27年９月13日に開院式が盛大に
行われました。敷地1330坪、木造瓦ぶき２階建、建坪152坪余、大正元年の
建築で玄関には供待ちの亭があり、土蔵２棟、泉水があり茶室のある堂々た
る邸宅であったそうです。

　土地建物買収費500万円、改築費200万円で兵庫県の補助金は半額にも満た
ずに返済に苦悩する敏子を当時理事で第６代理事長白石求馬翁が「人の為に
良いことをしているのだから心配しなくても必ず道は開ける。元気を出しな
さい」と力づけて下さったそうです。しかし、わずか35万円の持ち金で500
万円の買い物をする大胆さは、理想の養老院を作りたいという熱い思いが敏
子を奮い立たせたのでしょうか。

　昭和28年９月15日の「としよりの日」の神港新聞（当時夕刊専門紙）に敏
子の「老稚園？をつくれ」というコラムが掲載されています。その中で、老
人がもっとも求めているのは「よき友人」であり、温かい肉親の愛情を求め
ている。家庭の中に温かく包んで老人は老人同志の会話なりレクリエーショ
ンの楽しめる託児所？をつくってはどうかと云っています。すでに大阪では
数か所あったようですが今日のデイサービスを提案しているのは先駆的な発
想といえるのではないでしょうか。
　前後しますが「としよりの日」は昭和22年に兵庫県の多可郡野間谷村の門
脇村長が「老人を大切にし、年寄りの知恵を借りて村作りをしよう」と当時
55才以上の方達に敬老会を開催したのが始まりだそうです。渡辺敏子をはじ
め老人福祉に携わる人達が戦後、敬老精神が薄れてきたことを憂い、敏子が
先頭になり、兵庫県や社会福祉協議会などに働きかけ昭和25年に兵庫県が敬
老思想の普及と老人福祉の増進を目的として９月15日を「としよりの日」と
決定したのです。そして更に全国的な敬老思想の普及の為に、昭和26年の全
国社会福祉事業大会に於て敏子が「としよりの日」を祝日とする提案をして
いますのでその原稿をご紹介します。

全国社会事業大会「としよりの日」祝日提案原稿

　我国は昔から孝道が非常に尊ばれ、敬老思想を重んじて来た国で、敬老こ

そは我国の美徳とされてきたのであります。それが戦後に民主主義のはきち

がえと民法の一部改正によって老人に対する考えが一変し、敬老どころか邪

魔者扱いにし、働くにも働く事の出来ぬ老人、家を追い出され、うえと寒さ

玄関 広い庭
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にさいなまれた老人たちが巷にあふれ、ひいては新聞紙上を賑わす如き幾多

のひさんな問題をさえ、ひきおこしているのであります。大なり小なり社会

の為につくして来たこの方達をこのような状態において、すてておいてもい

いものでありましょうか。

　これ等、老人の問題は一般若い人達よりは、あまり関心を持たれないけれ

ども、一日もほっておく事の出来ぬ重大な問題だと信じます。

　医学の進歩により人間の平均年令がのび、老人の数は急激に増加しまし

た。又、将来ますますふえるであろう老人、この老人問題は今や真けんに考

え、根本的な施策をなされねば真に明るい社会は建設されぬと考えられま

す。人間この世に生をうけた以上、その人の好むと好まざるに拘らず年がた

てば、すべて老人となっていくのでありますから、老人の福祉をはかる事

は、ひとり老人のみの問題でなく、若き世代も真けんに取りあげ、考えねば

ならぬ急務と思われます。

　真の社会福祉、民生の安定は老人の福祉を解決せずして到底考えられぬ事

であります。いくら立派な政治が行われているとしても、人生の最後を保障

する施策がこうじられていない政治は完全といえません。之に対するに、養

老院の強化拡充は甚だ結構でありますが、この乏しい日本経済に於ては、到

底収容しうるだけの設備の拡充は望みえないのであります。

　そこで施設拡充すると同時に、一方では敬老思想の涵養につとめ、不幸に

なる老人達の数を少しでも防止しなければならぬと信じます。

　この意味におきまして、一昨年、兵庫県が「としよりの日」を提案いたし

ました時、皆様方の深い御理解のもとに採決され昨年より、全国的な運動に

までなりました事はまことに感激にたえません。「としよりの日」も年々内

容が充実してまいりましたが、これをもっと力づよいものとする為に法制化

し、国の祝日として敬老思想の普及徹底を期したいと考え、ここに提案しま

した次第であります。

　この議案はさきに、兵庫県社会福祉事業大会におきまして、満場一致、御

賛同をいただきましたものであります。　ねがわくば、皆様方の深い御理解

によりましてご採択頂き、実現の運びにまで進みえますよう心から御願い致

しまして提案の説明を終わります。

　この提案から13年
を経て昭和39年に
「老人の日」として
祝日となり、昭和41
年より「敬老の日」
となったのでありま
す。昭和30年の「と
しよりの日」の前日
にラジオ神戸の「知事さん今晩は」という番組で、当時の阪本勝兵庫県知事
との対談の中で敏子は、「としよりの日」はとしよりを大切にする日という
だけでなく、としよりはどのように生きて行けばよいかということを反省す
るいい機会ではないかと思うと話し、若い人たちは老人の問題を自分に関係
のない問題だと思っておりますけれども、若い人たちもやがて老人になるの
ですから、自分自身の問題だと考えていただきたいと訴えています。即ち、
お年寄りもしっかりと教養を身に着けて若い人たちの鏡になり、若い人達も
良き老人となるために学んで豊かな心を養わなければならないと説いていま
す。

　ここで昭和３1年２月10日　神戸放送「私の話」で放送された原稿をご紹
介します。

「よいとしよりとなる為に」

　先日、或書物を読んでおりますと「老年期は30代の後半から40代の初め

にかけて始まる」と書いてありました。いつまでも若いつもりでおりました

私は、之を読んで非常に心を打たれたのでした。これからみますと私も、も

う老年期に入ったのです。うかうかしてはいられません。今日から心を新た

にして、明るく楽しい老後の生活が出来るようにしっかり準備をしていきた

いと思います。

　人間は年と共に、その特徴も変化してまいります。若い時は、はち切れる

S26年老人の日制定記事神戸新聞
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ばかりの体力を生かすことによって、どんどん社会的にも活動していけるで

しょうが、年をとるとそうはいきません。どんなにがんばっても体がついて

きませんので、若い人同様の働きは出来なくなります。然し精神的の生活を

みますと、としよりでなくては到底出来ない立派な生活が開けてくるので

す。人間としての本当の値うちは精神生活にあるのです。この分野を開拓す

ることが、としよりにとって大切なことだと思います。若い時に心の糧をと

ることを忘れていては、豊かな老後の精神生活は出来ません。一夜漬けでは

駄目です。学生時代に皆様も経験がきっとおありだと思うのですが試験勉強

の一夜漬けをよくやったものです。その時はそれでもすんだのですが、よい

としよりになる為の勉強は絶対に一夜漬けでは出来ません。生活におわれ、

多忙の中にも勉強は出来るのです。よいお話を聞いたり、本をよんだり、新

聞をよんだりすることによって、心を豊かにいたしましょう。そしてその時

に必ず自分の立場で考えてみることにいたしましょう。「考える」という事

を身に着けておきたいものです。

　今、私は120人の老人達と生活を共にしていますが、正直に申しまして

皆がみな、いいおばあさんやおじいさんではありません。中には随分無理な

ことを云ったり、無軌道なことをして、私達を困らせる人があるのです。私

はこんなおばあさん達を心から気の毒だなと思い、真心をもって接するよう

につとめています。その人達は若い時に今日の原因をつくってきているので

す。全然、精神面の成長が止まってしまっているのです。それには社会の罪

もあるでしょうが、それにもまして、大きな原因は自分自身の内にあるよ

うです。以前にこんなことがありました。70才を過ぎた或お婆さんでした

が、どうしても近所の人と折り合いが悪く、その上生活にも困っていました

ので、養老院に入ってまいりました。ところが院内の生活をみますと、利己

的であり、我がまま一杯にふるまうので誰とも意見が合わず、けんかばかり

しているのです。随分、私もその人とお話をしてみましたが、おとなしくし

ているのは、ほんの２～３日で、すぐ又、前と同じようにけんかをするので

す。しらべてみますとこの人は若い時から我がつよく、一旦云い出したら最

後、白いものでも黒と言っておし通すような人であったらしく、それでも相

当の生活をしている間はその無理も通っていたのですが、生活が不如意に

なってきますとそれまでのようにはいかず、より一層我がつのり、人と衝突

することも、はげしくなってきたのでしょう。

　或おじいさんは私達の云ったり、したりする事を事ごとにひねくれてとる

のです。親切な世話をすると「自分にこんなに親切にしてくれるのは、何か

自分の機嫌をとらないと工合の悪いことでもあるのに違いない」というので

す。又或おばあさんはひまさえあれば他の人達の悪口を云っているのです。

私はこんなおじいさんやおばあさんに接する度に、つくづく考えさせられる

のです。この人達は若い時からとしよりになる勉強が出来ていないのです。

こんなことでは人に好かれる、いいとしよりにはなれません。こう申してき

ますと養老院のとしより達はみな、こんなつまらない人達のようですが、実

際には本当に心の美しい、頭の下がるようないいお婆さんやおじいさんも沢

山いるのです。いつも鴨井様に感謝し、自分の手にあったお仕事は誰に云わ

れなくとも進んでやり、体の弱い人達の世話も何くれとなくしてくれます

し、それも黙って、まるでそうすることが自分の当然やるべき仕事のように

楽しんでやっているのです。このおばあさんからはまるで後光がさしている

ような神々しい感じを与えてくれます。人の為につくすという事は口で云え

ば簡単ですが、なかなか実際はむつかしいものです。まして今日のような生

存競争のはげしい時代では自分の事にのみ、あくせくして他人の事等、考え

ようともしない人が多いと思います。然しこれでは決して、いいとしよりに

はなれません。そういう人たちはきっと、としをとるにつれて利己主義でか

たまった誰からも愛されない、いやがられる人になるでしょう。どんな小さ

な事でも人の為に、世の中の為にと考えて行動のできる人でありたいもので

す。私は最初申しましたように、もう老年期に入ったのですから、今までよ

りも一層、心して日常の生活を送りたいと思います。そして誰とでも手をつ

ないでいけるような広い心を養い、いつもにこにこと明るく、朗らかな生活

を送る、いいおばあさんにまで成長していきたいと思っています。気の合っ

た人と話しあったり、又趣味を生かしたり、老人クラブに出かけたりしなが

ら、豊かな精神生活を送る自分を想像するだけでも、ひとりでにほほえんで

まいります。人間の成長は死ぬまで続きます。人間の真価を発揮するのは老

人になってからであります。どうか若い人達は真剣によき老人となるための
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勉強をしてください。又、おとしよりの皆様は、若い人達の鏡となるような

心の美しい光をはなって下さい。そして世の中の明るい面を見つめ、少しで

も人の為につくしていく喜びを味わっていくならば、家の為、世の為になく

てはならぬ大切なおとしよりとして歓迎されると信じます。そうすれば家庭

は明るく平和になり、次の時代を背おって立つべき子供達は円満な人格をつ

ちかう事が出来、ひいては世の中が明るく住みよい世の中につくりかえられ

るのです。こう考えてきますと世のおとしよりの皆様方の責任たるや重、且

つ大であります。お互い手をつなぎ合って進んでいこうではありませんか。

　次に「としよりの日」の制定に向けて精力的に動く傍ら、渡辺敏子の大き
な功績の一つである老人クラブの創設についての原稿をご紹介したいと思い
ます。老人クラブがまだない昭和26年ごろに書かれたこの原稿は家庭内の嫁
姑の家庭問題やお年寄りが日常生活を平穏に過ごすためにもお年寄りに役割
を持ってもらい、外に出る時間・目的を持つ事で解決されるという事を神戸
養老院を運営する中での実践をもとに老人クラブの必要性を説いています。

老人クラブに対する　一考察
渡辺敏子

昭和26年頃

　我国の人口の約８パーセントは満60才以上の老人たちによってしめられ

ている。老年者が人口中に占める割合は出生数と死亡率により左右されるの

である。即ち出生が多い程、死亡の高い程、老年者の数は少ない。最近の世

界の傾向をしらべてみると、医学の進歩により老年者の数は年々増加の一途

を辿りつつある。どこの国でも年々ふえていく老人の福祉を如何にして増進

させていくかについて真剣に考え施策している。

　我国でも、そのあらわれの一つとして「としよりの日」が制定されたが、

それが国の祝日にまでとりあげられるべく運動がなされているのは喜ばしい

事である。

　その他、養老年金制度の確立、養老施設の拡充強化、とりわけ有料老人

ホームの実現促進等、しなければならぬ仕事がたくさんあるが、ここに私は

特に家庭内の老人の福祉の面より女性の立場から老人クラブの必要性につい

て考えてみたいと思う。

　家庭を形づくっている人たちが夫々その分野に於て活動し、互いに調和を

保ち信頼してこそ家庭内の平和が保たれ、本当に明るい生活が営まれるので

はないだろうか。戦後のどさくさから、だんだん社会が立ちなおってくると

共に私達の家庭も整備されつつある。一時は家庭制度の変革と民主主義のは

きちがえ等により我国古来の美風であった敬老思想が殆ど姿をけしたかに思

われ、家庭内に於て、老人は邪魔者扱いにされる事が多く、たえずトラブル

がおきた。数年前、私の方へ相談に来られる老人の多くは、その原因が家庭

内の不和であった事を思いおこす時、社会の一大変動期とは言いながら深く

考えさせられたのであった。その原因のいくつかは老人自身にもあることは

明瞭であるが、経済事情がからみ、なかなか複雑なものである。最近は大部

その傾向が少なくなったとは言え、やはり家庭の不和より有料ホームを希望

してくる人もあとをたたない。（もっとも有料ホームを希望する人達全部が

家庭の不和であるというのではなく極一部の人であることは勿論であるが念

のため書きそえておく）

　老いたる者も若い者も、各々自分自身の地位や立場を正しく自覚すること

が必要であると思うし、そうする事によって家庭や社会の老若間のトラブル

も大部分は解決されるのではないだろうか。即ち若い者は若い者らしく、老

人は老人らしくあることが肝要であるが、これは一見何でもないようでなか

なかむつかしい事である。

　昔から女に負わされた宿命ともいうべき「嫁と姑の問題」もこの自覚があ

れば解決の途が早い。一口に「嫁と姑の問題」と言っても、昔と今とはその

内容が大分違ってきているのは誰もが認めるところである。即ち、昔は姑の

方が立場が強く、多くの嫁は泣きながら犠牲になって、家の平和を守ってき

たのであるが、最近は反対に嫁の方が強くなって嫁に追出された姑の例も少

なくないのである。これを解決するのに別居の方法も喜んでくれるが、現在

の住宅事情より見て、実現がむつかしいので、どうしても同居して、その間

の融和をはかるという事にしなければならぬし又、そうあることが望ましい

と思われる。嫁は今まで、その家の主な地位にあった姑を、一度に隠居させ
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てしまわないで、人生経験に深い姑と仕事を分けあっていくと、案外いいの

ではないかと思う。そうすることによって姑の持っている才能も十二分に発

揮出来て姑自身、仕事をすることによって心理的な安定感を覚え、同時に自

分もまだ役に立つという価値観をもつようになり、和やかな空気が、かもし

出されるのではないだろうか。例えば手芸や料理の才能のある姑には嫁が弟

子となって教えてもらうとか又、地域で行われる講習会の講師に頼むとかす

れば姑は自分はまだまだ、この家庭にとって又、社会にとって重要な一員で

あるという自覚を持つようになり満足するのである。私の友人に医師と結婚

した人があるが夫の両親と自分達の四人暮らしで、羨ましいような大変睦ま

しい家庭であった。その秘訣を聞いてみると友人は、別に何ということはし

ていないが、家の中の仕事は全部自分と姑とが一緒になってするのだと答え

た事を思い起こすのである。

　老人は一体に気持ちの上では、若い人に負けぬ位の元気を持っているが、

身体が精神についてこない。この心身間の不調和を若い人達はよく考えて、

暖かい心をもって善意の生活に迎え入れねばならない。自分では仲間に入れ

て欲しい要求を持ち乍ら、段々仲間はずれになり、ひとりぼっちになるとい

う淋しさや不満を経験するのである。こういう老人の心理を無視して、嫁が

行動する時には絶えずトラブルがおこり、家庭内は重苦しい空気に満たされ

る。こうなると一番の被害者は嫁である。最愛の子供達の教育上には悪影響

があり又、大切な夫は面白くない家庭を外にして遊んでしまい、家庭は破壊

される。之を解決する方法はいろいろあるだろう。即ち家族会議により、お

互いの心の融和をはかり又、家庭内に於けるレクリエーションにより、気分

の転換をはかる事も一方法である。然し、もっといい方法は老人クラブの結

成である。即ち地域の老人たちが気軽に集まり話をしたり、映画を見たり、

趣味を生かしたりする事によって淋しさがなぐさめられる。

　今まで、家の中にのみ向かっていた老人の心を外部に向けることにより、

嫁との間のトラブルも少なくなっていくのである。この観点より、家庭の一

員として、特に女性の立場から老人クラブの必要性を感じるのである。もっ

とも、今まで述べたのは家庭内の老人を中心に考えてきたのであるが、一人

世帯の老人や老人夫婦のみ生活している時にでも、老後を幸福な豊かにする

為にクラブが必要である。経済力のみでは老人の淋しさは解消されない。老

人の孤立感はグループに属することによってなくなる。人間すべてグループ

に属したい要求をもち社交性をもつ。老人といえども社交性がある事は大阪

市大の岡村教授の調査に明示されている。老後のよき余暇活動として、クラ

ブに入り自分の為に役立つのみでなく、他の人々の為に役立つ事が必要であ

る。

　私はこの点について本年５月、神戸朝日会館に於て、開かれた婦人地方会

議で協議員の一員として意見発表をしたところ、会議に出席された方々の力

強い賛同を得た。引きつづき８月４日、神戸諏訪山小学校講堂に於て、開か

れた神戸市婦人大会に兵庫区代表として「老後の生活」について意見発表を

し、老人クラブの必要性を強調したところ、講堂を埋めつくした一千名の人

達から絶大な賛同を得、中でも或一婦人は、「これから自分の生涯を老人ク

ラブの結成、運営に捧げ、必ず立派な老人クラブをつくる事を皆様の前にお

ちかいします」とまで絶叫して下さった時は、老人福祉事業関係者として、

私は思わず壇上で感涙にむせんだのである。そして、その大会の決議事項の

中に「老人クラブをつくり老人の福祉を増進します」という一項を入れても

らった事は大いなる成果であったと確信している。

　かくも必要であると多くの人達に認められる老人クラブがどうして今まで

発展しなかったのであろう。イギリスをはじめ、フランス、アメリカ等には

以前より立派なクラブがあり、どんどん活動しているのに、我国には昔より

なかったのかというとそうではない。惰性的な小範囲のものではあったが存

在していたのである。即ち講中がそれである。同じ信仰を持った人々が寺院

の後援を目的として集まり、その時にいろいろなレクリエーションをしたの

であるが、それに集まる人達が殆ど老人であった為、一種の老人クラブが出

来ていたのである。然し、之は信仰を同じくする人達の集まりであるから、

その範囲もせまく、従って活動も小規模であったから一般の人達はあまり認

識されていなかったのではないだろうか。

　それではクラブはどのようにしてつくればよいか。英国老人福祉委員会編

の「老人クラブ」を手引にして、その地域にあてはまるよう計画していけば

よいのであるが、ここに私が今まで考え実行し、又これから実行していこう
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と思っている方法を一つ二つ紹介することとする。

　私は昭和21年より養老院の仕事を直接関係したのであるが、院内に於け

る老人達の生活の中に入ってみると同時に、地域の老人の方々と接した。そ

の中の一人のＵさんというお婆さんの口より「養老院に入っている方達はい

ろいろな面で恵まれない方ではあるけれども、一面たくさんのお友達があ

り、共に話したり、楽しく遊んだり、三味線をひいたり、仕事をしたりする

事が出来てうらやましいですね。私など朝から晩まで孫のお守りをして、少

しもほっとする暇がない位なのに一寸孫を叱ったりすると、おばあちゃんな

んか家に居らなくていいから養老院へ行ったらいい、なんて言われると悲し

くなります」というような事を聞いた時、又Ｋさんから嫁の悪口を二時間も

道端できかされたりした時には、之は是非、一般家庭の老人達の息ぬきの場

所と言おうか、うさのはらし場所と言おうか、老人は老人同志、クラブ的な

ものが必要であると考え、24年５月よりクラブ実現を目ざして努力をはら

いかけたのである。コミュニティオーガニゼーションワークの一つとして取

上げ、せめて施設のある地域の老人だけでも幸福な生活が送れるように組織

化しなければならぬという固い決意のもとにはじめられたのである。

　まだ、当時は地域婦人会もなく組織的なものはあまりなかったので、その

時私の考えたことは養老施設がセンターになる老人クラブであった。院内で

は毎月一回、老人達の手による演芸会が開催されていたので、早速この機会

をつかまえてみたのである。当時、区役所の出張所であった地区事務所へ

行って、地区内の満60才以上の老人を全部書きぬいてきて名簿をつくった。

丁度、同一町内で約40名あったがこれがなかなか面倒であった。

　院内演芸会の日時、プログラムが老人達の手によってつくられると、半紙

二分の一の大きさにプログラムを入れて招待状を謄写版で刷った。近所の事

であるから１軒毎に名簿にある老人を訪問して配って歩いた。なかには大変

喜んで下さった方があったが又、一面には養老院と自分とは何の関係があ

るかと言うような顔をする人もあって、前途の困難を思わせたが、職員一

同、元気一杯で着々と実行にうつしていったのである。いよいよ当日となっ

たが、うれしそうにニコニコしながら、三々五々つれ立って来られる老人の

方々を見た時、私達は手をとりあって喜んだのである。

　第一回目は10名程来てくれ、半日を院内の老人達の演芸を見たり、お菓

子を食べながら、いろいろと話しあったりして過ごして頂き、帰られる時は

来月を約して名残りを惜しむ風景があちこちに見られた。第二回、第三回と

回を重ねるうちには大体、招待した方の半数は顔を見せてくれ、中には隣の

町内の老人の方をさそって出かけて下さったりして、小さいながらも一つの

クラブのようなものにまで発展する可能性のあるものが出来てきた。然し、

之を立派な組織にまで持っていき、よき活動が出来るようにする為には幾多

の困難にぶつかった。第一に資金面に於て、困ってきたのである。然し、こ

の方は会費を徴収すれば解決するがそれより、もっと困ったのは人の面に於

てである。専ら、かかりきりで世話する何人かの人達が必要であるが、いつ

までも施設の職員がそれに手をとられる事は出来ない。といってかわって

やってくれる人もなかった。近頃ようやく老人クラブの必要性が認識されか

けてきたのであるが、その当時は、まだまだその気運が熟さず、その為、前

進し得ずして今日に至ってしまった事は、かえすがえすも残念なことであ

る。丁度「としよりの日」が兵庫県でつくられた翌年の26年６月22日の朝

日新聞の夕刊を見ると、芦屋市の一市民より「老人クラブ提唱」という投書

がのっていた。このような投書があることは一般の人達の中に協力者が出来

かけてきた事だと私達一同どんなにか心強く思ったかわからない。又一面大

いに啓発させられたのである。

　私は自分の施設のみで力を入れていたのでは、より多くの協力者が得られ

ず困難だと思ったので最近はもっぱら外部の組織に向かって、折にふれて老

人クラブの必要性を叫びつづけている。然し、私のような者の言う事でも近

頃は賛成して下さる方があちこちに出来てきたのは、最近の私にとって一番

うれしい事である。まごまごしているうちに兵庫県で具体化されずにお隣の

大阪府で実現されつつある。然し、前述の如く神戸市婦人大会では大会の決

議として採択されたのであるから、きっと市内には立派な老人クラブがあち

こちに出来ると思い、大いに期待すると同時に、微力ながら施設として出来

る限りの協力をしたいと思っている。

　婦人会としてつくる場合、次のようにしてすれば比較的自然のうちにつく

られるのではないだろうか。即ち最初の段階として会員の中の老人のクラブ
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活動を大いに振興することである。それが軌道にのってくると、第二段階と

して会員の家庭内の老人達をメンバーに加える。その時は前の会員が活動の

中心となってリーダーとして、後から入会した人達をクラブ活動にひき入れ

て行くとよい。それから次第、次第に一般の地域の老人達にはたらきかけ、

会を整備し、独立して組織・運営されるよう婦人会で協力していけばどうで

あろうか。クラブの大きさは一般のクラブと同様、小さいものを多くつくる

のが望ましいから各町別でつくればよい。その場合の会としては、公民館・

学校・養老施設等の一室を利用するとよい。中でも養老施設を利用するのが

一番経済的で効果的なのではないだろうか。即ち施設には老人に対する諸設

備があり楽器・図書・ラヂオ・幻灯機・碁盤・将棋盤等のいろいろの設備が

そのまま利用出来るからである。その方が経済的負担が少なくて、会費も低

額ですむので、より大衆性をもつ。勿論立派な後援者があり、いい建物が出

来、運営していくことが出来るならば理想的であるが、私達は一番手近に出

来る方法を考え、それを実行にうつして行く事が肝要である。

　婦人会がこういう動きをしている一方、我々養老施設としては院内の老人

達のクラブ活動を充実し、それを発展させるべく努力をはらい、外部の婦人

会と協力してゆくならば、必ずやいいクラブが育成されると信じ、又そうあ

る事をのぞむものである。

　今日ここに具体的な老人クラブの成果を紹介できないのが非常に残念では

あるが、細々ながら努力してきたあとをふりかえり、紹介すると同時に次の

機会には必ず経験をとおした具体的な運営の実際なり、反省なりを発表する

事にしたいと思う。理論的な老人クラブは文献を見れば、それにくわしく

のっているし、私としては、それらの抜き書きをするよりも、自分が努力

し、経験してきたありのままを紹介する事が最上であると確信し、以上つた

ない筆で平凡な事をならべたので此点お許し願って次の発表にゆずりたいの

である。

　老人クラブの必要性を様々なところで提唱しつつ、ついに昭和30年６月に
「東灘鶴亀クラブ」を誕生させたのでした。努力の甲斐あって「鶴亀会」は
月１回開かれ、会員も350名を超えるほどに盛況となり、他の老人クラブの

発足のお手本となったそうです。
　俳句、お茶、囲碁、将棋、琴、三味線、演芸等のクラブ活動や花見、盆踊
りを楽しんだり、観光バスで有馬温泉に出かけたりして、家で気まずいこと
があっても鶴亀会で気晴らしをし、老人同志で語り合って欲求不満を晴らす
ので、会員のお嫁さんたちも大喜び、家庭内のいざこざもなくなったといい
ます。そんな鶴亀会も昭和39年に神戸養老院と分離独立することになり、入
所者さんは老人クラブに属する事ができなくなったそうです。

　地域との交流が断たれたため、敏子
は新たな取り組みを始める。皇居の恒
例行事である「園遊会」をまねて神戸
養老院の園遊会を企画したのです。昭
和40年5月にホテルから料理人を雇い、
地域の方々をはじめ、様々な方を招待
して地域交流を保つとともに入所者さ
んに生きがいを与えたのでした。新た
な発想でピンチをチャンスに変える不
屈の精神を感じるところです。

　さらに、昭和39年に開催された東京
オリンピックをヒントに、昭和40年10
月21日に神戸養老院第一回運動会を開
催しています。

　園遊会や運動会の８ミリビデオが
残っており、楽しそうな様子が記録さ
れています。
　渡辺敏子は様々な先駆的な取組みを
実践したことが伺えます。

運動会

園遊会



― 22 ― ― 23 ―

　昭和38年に特別養護老人ホームが創設され、寄る辺ないお年寄りや寝たき
りのお年寄りが措置入所できるようになりましたが、入所を必要とするお年
寄りの数に対して入所定員があまりにも少なく、設立の必要性を強く感じ、
神戸市に於て、民間で初めての特別養護老人ホーム友愛苑の建設を神戸養老
院70周年記念事業として、取り掛かるのでした。

特別養護老人ホーム「友愛苑」設立趣意書

　長い人生の旅路の果てに、寝たきりの生活を送っているおとしよりが、全

国に何人いるかご存じでしょうか。

　最近の調査によりますと、65歳以上のおとしよりの中、18人に１人は廃

人同様の寝たきり生活を送っており、その数はざっと20万を数えています。

そのほか心身に障害をもつ老人は約40万人といわれていますから、合計60

万人ものおとしよりが、首を長くして社会や国からの救いの手を待っている

状態であります。

　脳卒中、老衰、高血圧、リウマチ、神経痛、心臓病、ゼンソク、眼病と、

手のかかる病気にかかり、寝たきりの暗い生活を送るおとしよりも不幸です

が、それをお世話なさる方々の心労は筆舌に尽くせません。それでもまだ、

家族に面倒をみてもらえる人は幸せです。心身の苦痛から心細い毎日をすご

しているおとしよりたちを、一日も早く正しい医療と暖かい看護の受けられ

る所へ移してあげることが、目下の急務であるといえましょう。

　昭和38年、老人福祉法による特別養護老人ホームがつくられ、寝たきり

のおとしよりなら、富める人も貧しい人も、差別なくホームに入園できるよ

うになりましたが、その数は全国で100数ヶ所あり収容人員は７千数百人

という少なさで、これでは60万人に対してはスズメの涙ともいえるお粗末

さです。

　この不幸なおとしよりたちを救い、看護に疲れきり社会的活動を制約され

ている家族の方を助けたいと念願して、私たちはここ有馬温泉の近くに特別

養護老人ホームの建設を思い立ちました。ご存知のように、県立、市立の施

設もございますが、入園希望者に対して、ベッド数はあまりにも少なすぎま

す。不自由な身体と孤独な思いに耐えるおとしよりを一日も早く、一人でも

多く救うには、もっともっと、民間の施設をふやす必要があります。

　幸い私たちには、創立70周年を迎えた、経験と技術がございます。それ

を社会に還元する意味で、家族の方にかわって寝たきりのおとしよりを看護

し、少しでも軽快をはかり、安心と生甲斐のある老後を約束する施設を実現

したいと念願しております。当初は100人程度を迎え入れ、近い将来には、

近代的な病院も併設する計画であります。

　民間の力でこれを実現するには、多大の困難が伴うものと知りながら、や

むにやまれない気持ちで立ち上がりました私たちの趣旨にご賛同の上、何分
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のお力添えとご支援を心よりお

願いいたします。

　昭和44年１月に住吉町焼ケ原
の土地視察を皮切りに特別養護
老人ホーム建設を計画する事と
なり、神戸市兵庫区（現北区）
有野町唐櫃棒ケ坂の土地に決定
するまでに１年近く要していま
す。六甲山の南側が当初の構想であったようですが良い候補地がなく、やむ
なく有野町に白羽の矢が立ったようです。計画が進む中、昭和45年５月の理
事会で神戸養老院の名称変更の議題が出され、昭和46年４月に「神戸老人
ホーム」の名称変更の届け出が提出されて、新しいスタートを切ったのでし
た。友愛苑の設立趣意書によると、鉄筋コンクリート３階建て、定員100名、
総工費１億８千８百万円、補助金６千４百万円、借入金５千４百万円、募金
額７千万円となっており、後援会を結成して、募金計画をたてて、各方面に
寄付をよびかけることにしています。後援会の役員に名を連ねた方々のお名
前を拝見すると神戸の政財界のそうそうたる方々が賛同して就任して下さっ
ています。

　　　　　後援会　会　長　　川崎重工会長　　砂野　仁
　　　　　　　　　副会長　　神戸新聞社長　　田中　寛次
　　　　　　　　　役　員　　日毛社長　　　　阿部　荘吉
　　　　　　　　　　同　　　神戸銀行頭取　　石野　信一
　　　　　　　　　　同　　　阪神内燃機社長　小曽根　真造
　　　　　　　　　　同　　　白鶴酒造社長　　嘉納　正治
　　　　　　　　　　同　　　衆議院議員　　　砂田　重民
　　　　　　　　　　同　　　川崎汽船会長　　服部　元三
　　　　　　　　　　同　　　川崎製鉄社長　　藤本　一郎

　他総勢22名が名を連ねており、渡辺敏子の人望の厚さを垣間見る事ができ

ると思います。砂野会長は就任あいさつ文で「神戸の経済界の一員として、
寄る辺のない年老いた市民の方々の奉仕のお手助けができましたらと存じ、
後援会の会長をお引き受けした次第であります」と述べておられます。昭和
46年８月１日に、神戸市で最初の民間による特別養護老人ホーム友愛苑が運
営を開始しました。さらに職員を獲得するためには、どうしても宿舎が必要
であるとの信念で建設を計画し、同年10月に完成させています。定員23名の
職員宿舎は鉄筋２階建ての建物で総工費は1,046万円で各種の助成金を活用
して、経営者としての手腕も発揮したそうです。

　友愛苑が開苑して翌年の昭和47年４月16日、89歳で義母渡辺鶴代が亡くな
り、第７代理事長として敏子が就任しました。大正７年以来、54年間、大
正・昭和と戦前戦後の苦しい困難な時代を乗り越え、養老院一筋にうちこん
で来られた渡辺鶴代理事長の情熱に心から敬意を表したいと思います。
　その僅か３年後にまさかの事態が起きてしまうのでした。

第８代理事長白石二郎氏の原稿「渡辺敏子逝く」から抜粋

　昭和50年４月27日、渡辺敏子院長が死去した。58歳であった。渡辺鶴

代理事長に比べると早死にだし、まだまだ、一花も二花も咲かさなければな

らない年齢であるが、戦後30年間あまりにも種々のことに神経を使いすぎ

た。外見は強く見えるが、内面は神経の細やかさは人並み以上である。朝起

きてから、夜眠るまで、老人の幸せばかりを考え続けている。また、職員の

教育にも力を入れ、戦後いち早く、寮母、調理師、栄養士、経理事務の研修

を打ち出した。兵庫県養老事業連盟にあっても中心的存在で、老人福祉の近

代化に力を発揮したことは言うまでもない。厚生省への陳情や、予算折衝に

ついても、終始理論的に話を進め、くわしいデータをもって事に臨むので、

だれも彼女の主張に納得させられてしまう。全国どこへ行っても、渡辺とい

う名前は知っている。神戸養老院を知らなくても、渡辺といえば関係者の間

では知れすぎている。どこへでもよく足を運んだ。これと思った事業は、自

分の思いどおりに実行した。それが的得ている。いつも前進して行くこと

旧友愛苑
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が、彼女の自信のもとになっていた。一度、心に決めたことは、必ずやりぬ

く信念を持っている。だから友愛苑を完成させたあとでも、まだ50歳代な

んだから、もうひとあばれしなければと意気込んだ。　中略

　見た目には、やさしくて美しい人である。しかし、内に秘めた闘志は、い

つも行動にあらわれた。それだけに彼女の死は、彼女を知る人にとっては大

きなショックであった。夫の鍛が、彼女の死に顔にむかい「えらかったやろ

なぁ」とつぶやいたひとことが、そばにいた老人たちの胸にグッと突きさ

さった。

　風邪で寝込んで、なかなか熱が下がらず横になる日が１週間続き、甲南病
院に入院したが僅か二週間で亡くなってしまったそうです。死の二日ほど前
に看病していた長女 和子に「このまま、もし、私が死ぬのだったら、私の
一生は何だったのだろう」と漏らした言葉に込められた思いはどういうふう
に受け止めればいいのでしょうか。
　老人福祉に情熱を注ぎ、理想の老人ホームを作るため、老人が安心して過
ごせる真に明るい社会の実現のため、「ただひとすじに」生涯を捧げた敏子

でした。

　最後に本冊子でご紹介した原稿のほかに、敏子の原稿の中で心に残る文章
を抜粋して紹介させていただき、友愛苑50周年記念　～渡辺敏子先生を偲ん
で～「ただ、ひとすじに」を結びたいと思います。

昭和26年頃　「ただ、ひとすじに」

　私は自分が老人になるまでに、何とか養老院を自分の理想に近いものに仕

上げてみたいと元気いっぱいである。今後、アルバムを一枚一枚うずめてい

くであろう写真がしょうめいするように、私の年令は増してゆく。何十年か

先に白い頭、しわが増えた顔に一広の小さな満足感を持って、にこやかな笑

みをたたえて写るであろう私の姿を想像したとき「老兵は死なず」の言葉が

頭のどこかをかすめて通ったように思ったのは夢であったのだろうか。

昭和28年頃　「昔をしのんで」

　いばらの道を切りひらいて、幾多の悪条件とたたかいつつ、養老事業を育

ててきた先覚者達の、あの燃えるが如き情熱と不屈の精神を失っては、絶対

に充実した老人福祉事業は行われない。

「社会の一隅で」

　私の神から与えられた使命として、社会保障制度の一環としての老人福祉

の問題の、よりよき解決のために取組んでいく決心である。人々から忘れら

れ、おきざりにされたような社会の一隅に、幸福の青い鳥が一日も早くおと

づれるように、私は来る日も、来る日も祈り続けているのである。

渡辺敏子女史を偲んで（新聞記事）
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渡辺敏子と神戸老人ホームの歩み（大正５年〜昭和50年）

年齢 西暦 和暦 渡辺敏子の歩みと
神戸老人ホームの出来事 日本の社会福祉

0 1916年 大正5年 8月26日 神戸で生誕 救護法施行（S7）

21 1938年 昭和13年
国立奈良女子高等師範学校を卒業後
第一神戸高等女学校数学教師として
着任

社会事業法施行（S13）

24 1941年 昭和16年 渡辺 鍛 と結婚 太平洋戦争に突入

25 1942年 昭和17年 長男 武 誕生

27 1944年 昭和19年 長女 和子 誕生 ポツダム宣言受諾（S20）

29 1946年 昭和21年 教諭を免官し財団法人神戸養老院主
任として就任

日本国憲法公布
生活保護法制定

32 1949年 昭和24年 兵庫県より優良施設社会事業団体と
して表彰

33 1950年 昭和25年
全国社会事業大会にて「としよりの
日」提唱
5代目理事長に白石求馬が就任

兵庫県「としよりの日」制定
（S25）

34 1951年 昭和26年 全国社会事業大会にて「としよりの
日」祝日提唱

兵庫県社会福祉協議会発足
社会福祉事業法施行

35 1952年 昭和27年

住吉分院（現 神戸老人ホーム住吉
苑）開設
社会福祉法人へと組織変更 
常務理事（院長）となる

38 1955年 昭和30年 東灘鶴亀クラブ設立
ラジオ神戸にて兵庫県知事と対談

43 1960年 昭和35年 兵庫区都由乃町（本院）を閉鎖 全国老人クラブ連合会結成
（S37）

46 1963年 昭和38年 老人福祉法の施行により神戸養老院
から養護老人ホームへ組織変更

老人福祉法制定（S38）
東京オリンピック開催（S39）

49 1966年 昭和41年 白石求馬理事長 死去
渡辺鶴代理事長が再就任

「敬老の日」が国民の祝日に制
定

50 1969年 昭和44年 社会事業功労者として表彰

53 1970年 昭和45年 全国社会福祉大会で厚生大臣表彰 大阪万博開催（S45）

54 1971年 昭和46年 神戸市北区有野町に特別養護老人
ホーム友愛苑設立

55 1972年 昭和47年 4月16日 渡辺鶴代理事長が死去
（89歳）　敏子七代目理事長に就任

58 1975年 昭和50年 4月27日 渡辺敏子死去（58歳）
勲五等端宝賞受賞
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　現在の友愛苑は平成17年に北区有野町唐櫃から新築移転してきました。
　神戸市で最初の全室個室ユニット型特別養護老人ホームとして生まれ変わ
り、地域の高齢者の福祉拠点として、今日に至っております。この鴨子ヶ原
の土地は長女 和子の話では昭和31年に白石求馬翁と視察し、理想的な養老
院を建てなさいと励まされ、神戸養老院建築用地と書いた看板まで立てた予
定地だったそうです。当時は残念ながら実現しなかったわけですが、半世紀
後にこの地に友愛苑が建築されたことは不思議な縁を感じるところです。

社会福祉法人　神戸老人ホーム　事業内容

養護老人ホーム　住吉苑　　　入居定員60名
特別養護老人ホーム　光明苑　特養57名、ショートステイ14名
デイサービス　やまびこ　　　定員40名
住吉定期巡回・随時対応型訪問介護看護センター
住吉訪問介護センター
住吉夜間対応型訪問介護センター
住吉高齢者生活支援センター
住吉北部あんしんすこやかセンター
〒658–0051　神戸市東灘区住吉本町3丁目7－41
TEL 078–851–2560　　FAX 078–851–1449

特別養護老人ホーム　友愛苑　特養100名、ショートステイ10名
デイサービス　こだま　　　　定員35名
友愛高齢者生活支援センター
御影北部あんしんすこやかセンター
〒658–0064　神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14－17
TEL 078–845–3660　　FAX 078–845–3661

ケアハウス　ゆうあい　　　　入居46名
〒658–0064　神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14－19
TEL 078–843–2712　　FAX 078–843–2713

特別養護老人ホーム　かもこの風　特養70名、ショートステイ10名
〒658–0064　神戸市東灘区鴨子ヶ原3丁目19－30
TEL 078–858–5070　　FAX 078–858–5071

現在の友愛苑

社会福祉法人　神戸老人ホーム
法人理念

友愛の心をもって　豊かな福祉を創造し、地域に貢献します
友愛の心をもって　尊厳を守り、その人らしい暮らしを支援します
友愛の心をもって　研鑽を積み、ともに幸せを追求します

特別養護老人ホーム　友愛苑
職員行動指針

利用者主体のやさしい心で介護します
笑顔が溢れる暮らしを提供します
地域に愛され親しまれる友愛苑を支えます
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あとがき

　この度、特別養護老人ホーム友愛苑設立50周年にあたり、第７代理事長 
渡辺敏子の功績を称える記念冊子を発刊させていただくことが出来ました。
資料を拝見するにつけ渡辺敏子理事長の老人福祉に対する情熱、先見の明に
関心させられる日々でした。数学の教師らしく何事も理論的に考えられ、納
得しなければ動かない。編集にあたり、長女の和子さんから「母は越えられ
ない」との思いを伺いましたが失礼ながら納得した次第です。老人の幸せな
暮らしの為に奔走する中、家族への愛も全うされたこと。当時、流行ってい
たマイダーリンに因み、ご主人を「うちのダーリン」と呼ばれていたことな
どハイカラな一面があり、「今から帰る」の電話があると必ず国鉄住吉駅ま
で車で迎えに行かれたこと。長男の武が東京大学に合格し、入学式に出かけ
るときの母の笑顔が忘れられないこと。疲れていても授業参観や旅行の見送
り、ＰＴＡ副会長などにも就かれ、家族には優しい母親であったそうです。
　私たち神戸老人ホームの職員は歴史と伝統に誇りを持ち、先達の社会福祉
への思いを引き継ぎ、地域の皆様のお役に立てるように、この法人に集った
思いを共有できる仲間と共に新たな歴史を刻んでまいります。

特別養護老人ホーム 友愛苑

苑　長　　南　　俊　郎


